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１．はじめに 

黒毛和種肥育牛では、高品質牛肉生産の推進と市場競争力の強化を目指した効率的な

生産技術体系の確立が緊急の課題である。今回、黒毛和種去勢牛に対するビタミンＣの

添加が増体量や産肉性に及ぼす影響について検討した。 

２．材料および方法 

供試牛は県内で生産された生後10ヶ月齢の美津福号の去勢産子11頭、試験区分はＡ区

（ビタミンＣ添加区）6頭、Ｂ区（無添加区）5頭、肥育期間は肥育前期41週間、後期4

1週間、管理方法は開放追い込み牛舎で群飼育、飼料給与方法は両区とも濃厚飼料及び

粗飼料は同一飼料を給与、ビタミンＡは試験開始前に100万単位／頭を筋肉内注射、開

始～21週まで1.5万単位／頭／日を添加、22～66週まで4千単位／頭／日を添加、ビタミ

ンＣ（CVCF90）はＡ区に22週から試験終了まで40mg／kg／頭／日を朝の飼料給与時に

添加した。 

３．成績及び考察 

(1)増体成績 

試験開始体重はＡ区 302.8kg、Ｂ区 300.2kg、前期終了時体重はＡ区 534.8kg、

Ｂ区 550.8kg、後期終了時体重はＡ区 733.0kg、Ｂ区 719.4kg、前期ＤＧはＡ区

0.81kg、Ｂ区 0.87kg、後期ＤＧはＡ区 0.69kg、Ｂ区 0.59kg、全期間ＤＧはＡ区

0.75kg、Ｂ区 0.73kg で差は認められなかった。 

(2)飼料摂取量 

全期間の濃厚飼料摂取量はＡ区 4,049.1kg、Ｂ区 3,886.8kg、粗飼料はチモシ－

がＡ区 545.0kg、Ｂ区 504.2kg、ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽｽﾄﾛ-はＡ区 527.3kg、Ｂ区 510.1kg、

CVCF90 はＡ区 10,566ｇであった。 

(3)血液生化学的検査 

各検査項目に異常値は認められなかったが、添加４時間後のビタミンＣ濃度（後

期 38 週時）は、Ａ区 3.31mg／ｌ、Ｂ区 2.85mg／ｌで、Ａ区が高い傾向を示した。

経時的変化では添加 4 時間後で最高値を示した。 

(4)枝肉成績 

枝肉重量や歩留、締まり、きめ、ＢＦＳNo、脂肪の光沢と質には差は認められ

なかったが、歩留基準値で有意な差（p<0.05）が認められた。また、ロ－ス芯面

積はＡ区 57.2cm２、Ｂ区 51.0cm２、バラ厚はＡ区 7.4cm、Ｂ区 6.6cm、ＢＭＳNo

はＡ区 6.7、Ｂ区 5.2、脂肪交雑等級はＡ区 4.3、Ｂ区 3.8、ＢＣＳNo はＡ区 3.8、

Ｂ区 4.4 で、Ａ区の評価が高い傾向にあり、枝肉金額でもＡ区が５万円高い状況

にあった。 

以上のことから、黒毛和種去勢牛に対するビタミンＣの添加は、増体効果は認めら

れないが、ＢＭＳNo や脂肪交雑等級の改善に期待できることが示唆された。今後は、

肉質面において最大の効果が得られる添加量や添加期間について検討する必要がある。 


